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　津市は、城下町、街道筋の歴史により育まれて
きた文化・コミュニティを有する都市、そして、明
治22年に全国で最初に市制が施行された都市で
あり、多くの市民は、高い自治意識と歴史への誇
りをお持ちです。私は、市民の皆さまが、この地に
ふさわしい堂々たる市政の推進を期待しておら
れることに応え、「風格のある県都津市」を創造し
ていく決意を新たにいたしました。
　また、時代が移り変わる中にあっても、基礎的
自治体においては、今、市民が真に求めておられ
るものは何か、そして、私たちにできることは何か、
絶えず考えながら、地に足を着けた市政を進めて
いかなければなりませんし、それが未来を担う次
世代に対する私どもの責任であると考えています。

　そのためには、市民主導の市政を推進すること、
そして、将来を見据えたまちづくりを一歩ずつ着
実に推進することが大切です。
　市民主導の市政とは、市民と対峙するのではな
く、同じ方向を向いて、お互いの役割分担のもとで、

努力を積み重ねることであり、それが「対話と連携」
の実践です。これまで実施してきた地域の皆さま
との懇談会などに加え、新たに市民部市民交流課
に対話連携推進室を設置し、職員一丸となって、
市政の課題に係る市民の声を的確に把握し、各種
施策として着実に実現するよう努めていきます。
　将来を見据えたまちづくりとしては、屋内総合
スポーツ施設などの総合計画に位置付けられた
プロジェクトの推進とともに、防災対策の強化、児
童・高齢者福祉対策などの市民生活に係る喫緊の
課題に的確に対応していきます。
　地方自治体を取り巻く環境も時代の変遷ととも
に変わっていきます。先行きが見通せない不透明
な状況であるからこそ、市民主導の市政を、「ぶ
れず、浮かれず、堅実に、そして、立ち止まること
なく」推進し、まちづくりを着実に進めていく決意
です。

　　

○海岸整備事業を促進します
○平成24年度、25
　年度を「災害対応
　力強化集中年間」
　と定め、地域にお
　ける災害対応力
　の強化を図ります
○津波避難対策を
　推進します
○地震や風水害への対応を含め、津市地域防災計
　画の徹底見直しを行います
○消防力の強化を図ります

【具体的な取り組み】
　自主防災組織の活動を支援するための自主防
　災活動活性化事業の実施
　地域における津波避難計画の作成支援
　避難所標識への海抜表示や避難誘導表示の整備

孤立対策用災害
備蓄品配備事業
の実施
移動系の防災情
報通信システム
の整備
香良洲地域の香
海中学校の屋内

　運動場屋上を一時避難先として活用するため、
　外付階段やフェンスを設置
　危機管理部危機管理課および防災室に、2年間
　限定で特命担当を配置し、人員体制を充実
など

○津市救急・健康相談ダイヤル24の実施と、取り
　組み効果の検証に努めます
○地域医療や総合診療体制に関する三重大学の
　教育・研究への支援を通じ、初期救急医療体制
　の充実に努めます
○二次救急医療体
　 制 の 在り方につ
　いて、引き続き、
　医療関係者などと
　協議を行い、検討
　していきます

津市自主防災組織リーダー研修会（3月）
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市民主導の市政を

　3月1日、平成24年第１回津市議会定例会の開会に
当たり、前葉泰幸市長が施政方針を述べました。
　この中で市長から、本年度の市政運営における基本
的な考え方、重点的な取り組み内容などが示されました。
　今号では、その主な内容を掲載します。
　なお、施政方針の全文については、津市ホームペー
ジでご覧いただけます。
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施政方針を述べる前葉泰幸市長

津市地域防災計画
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防災対策の更なる強化

救急医療対策


